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セ
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ワ
ー
ク
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ニ
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0
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 大
阪
市
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６
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目
７
番
４
号
 大
阪
弁
護
士
ビ
ル
４
階
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田
法
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事
務
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植
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勝
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T
EL
 0
6（

6
3
6
2
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1
7
7
　
FA
X
 0
6（

6
3
6
2
）8

1
7
8

発
行
責
任
者
　
植
田
勝
博
　
　
編
集
委
員
　
T
H
Eペ
ッ
ト
法
塾
会
員

会
　
費（

5
0
～

5
3
号
）：

3
,00

0
円

 振
込
口
座
　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
番
号
：

0
0
9
0
0
-0
-2
6
5
1
7
9

　
　
　
　
　
口
座
名
：
日
本
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
 ご
入
会
ご
希
望
の
方
は
＝
住
所
・
氏
名
・
職
業
（
所
属
）・
電
話
番
号
を

　
　
　
　
　
　
事
務
局
ま
で
FA
X
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

頒
　
　
価
　

1
,00

0
円
（
税
込
、
送
料
別
）

動物法ニュース49　　 第４次動物愛護管理法改正（2 0 1 9

・

2 ・22 動物愛護法改正・院内交流会） ２０１９・２・22

編
集
　
TH
E
ペ
ッ
ト
法
塾

発
行
　
動
物
法
ニ
ュ
ー
ス
発
行
会
議
（
旧
・
日
本
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

TH
Eペ
ッ
ト
法
塾

　
連
　
絡
　
先
：
植
田
勝
博
法
律
事
務
所

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
th
ep
et
la
w
.w
eb
.fc
2
.co
m
/

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
：
@
T
H
EP
ET

1
9
9
7
0
4
1
8

私
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

藤ふ
じ

野の

真ま
き

こ

紀
子

料
理
研
究
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、

元
衆
議
院
議
員

▶
2
0
1
7
年
８
月

2
1
日
兵
庫
県
宝
塚
市
で
県
動
物
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
尼
崎
市
）
が
捕
獲
し
た
収
容
時
の
写
真
（
ビ
ー
グ
ル
犬
の
雑
種
）。
同

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
迷
犬
情
報
に
同

2
7
日
ま
で
掲
載
。
里
親
募
集
は
せ
ず
、

同
９
月
８
日
に
加
東
市
殺
処
分
場
で
殺
処
分
。
こ
の
犬
は
性
格
審
査
１

～
３
次
、
そ
の
他
の
譲
渡
適
正
に
も
合
格
し
て
い
た
。
フ
ィ
ラ
リ
ア
抗

原
陽
性
（
血
中
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
陰
性
）
薬
治
療
可
能
、
同
様
の
犬

も
譲
渡
さ
れ
て
い
た
。



0

資
 料
　「
野
良
猫
餌
や
り
禁
止
」
の
誤
り
を
正
す
テ
キ
ス
ト

T
H
E
ペ
ッ
ト
法
塾
（
20
18
年
11
月
23
日
）

１
　
餌
や
り
禁
止
の
法
律
は
な
い
。

２
 　
餌
や
り
妨
害
は
不
法
行
為
、
犯
罪
。
損
害
賠
償
義
務
（
京
都
地
裁
H
2
9
.3.
2
3
判
決
）。

３
 　
所
有
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
猫
の
虐
待
（
給
餌
、
給
水
を
し
な
い
等
）
は
動
愛
法
4
4
条
犯
罪
。

４
 　「
地
域
の
同
意
」
は
あ
り
え
な
い
。「
餌
や
り
が
原
因
」
と
す
る
誤
解
。

　
 　
行
政
は
「
野
良
猫
を
め
ぐ
る
地
域
住
民
の
ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
す
」。
行
政
が
迷
惑
と
苦
情
を
言
う
人
、

自
治
会
長
な
ど
へ
声
掛
け
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
必
要
に
応
じ
て
同
行
。
官
民
一
体
で
行
う
。

５
 　「
餌
や
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
行
政
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
３
者
一
体
の
地
域
猫
活
動
の
重
要

な
協
力
者
（
自
か
ら
野
良
猫
を
な
く
す
た
め
の
費
用
負
担
を
し
て
T
N
RM
の
公
益
活
動
を
す
る
実
践
者
）

→
「
餌
や
り
禁
止
」
で
は
重
要
な
人
材
を
失
い
成
功
し
な
い
。

　
＊
 「
餌
や
り
禁
止
で
は
地
域
猫
対
策
は
進
ま
な
い
」「
行
政
と
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
と
も
に
活

動
を
す
る
」（
高
木
優
治
、
元
新
宿
区
職
員
）

６
 　
行
政
が
住
民
任
せ
に
す
る
こ
と
は
誤
り
。
誤
解
や
住
民
の
い
が
み
合
い
が
継
続
す
る
。

　
＊
 「
行
政
は
現
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ボ
ラ
）
任
せ
に
し
な
い
」「
ボ
ラ
を
行
政
や
住
民
の
便
利
屋
に
し

て
は
失
敗
」「
行
政
は
、
ク
レ
ー
ム
の
住
民
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
の
現
場
が
う
ま
く
回
る
た
め
の
口
利
き
」

（
石
森
信
雄
練
馬
区
職
員
）

７
 　
官
民
一
体
（
行
政
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
初
め
て
成
功
を
す
る
。

８
 　
成
果
を
行
政
広
報
で
住
民
に
積
極
的
に
広
報
す
る
。

　
 　
住
民
の
納
得
、
協
力
。
苦
情
、
争
い
が
な
く
な
る
。

　
＊
 「
広
報
を
し
な
い
と
住
民
同
士
の
断
絶
の
継
続
」「
猫
の
被
害
を
減
ら
す
活
動
で
す
→
ク
レ
ー
ム
住
民
、

地
域
住
民
の
信
頼
関
係
の
形
成
」（
石
森
信
雄
練
馬
区
職
員
）

９
 　
野
良
猫
の
避
妊
去
勢
を
一
気
且
つ
一
挙
に
す
る
。
野
良
猫
は
以
降
増
え
な
い
。

　
 　
費
用
の
行
政
、
他
公
的
負
担
。
個
人
負
担
は
限
界
。
問
題
が
継
続
す
る
。
行
政
、
地
域
環
境
問
題
と
し
て

補
助
。

1
0
 　
地
域
猫
T
N
RM
（
避
妊
去
勢
と
餌
や
り
管
理
）
は
、
行
政
の
猫
殺
処
分
を
な
く
す
。

1
1
　
成
果
。

・
 練
馬
区
人
口
7
2
万
人
、
子
猫
の
引
取
数
H
2
1
、
8
5
匹
→
H
2
7
、
1
1
匹

・
 新
宿
区
苦
情
件
数
犬
猫
合
計
H
2
1
、
2
2
6
件
→
H
2
8
､
1
2
7
件
、
引
取
数
犬
猫
合
計
H
2
1
、
8
3
匹
→
H
2
8
、
2
8

匹
（
猫
1
6
、
犬
1
2
匹
）

・
 神
戸
市
「
野
良
猫
の
取
組
」、
当
初
予
算
1
0
0
0
匹
T
N
R予
定
、
市
の
追
加
予
算
、
寄
付
金
で
1
0
0
0
匹
以
上

追
加
、
殺
処
分
数
H
2
1
。
2
4
9
2
匹
→
H
2
9
。
3
5
1
匹
。

・
 奈
良
市
「
殺
処
分
ゼ
ロ
へ
の
取
組
」
市
長
の
施
策
方
針
。
引
取
数
の
減
少

　
 マ
ス
コ
ミ
報
道
と
市
民
の
理
解
。
避
妊
補
助
金
（
市
で
一
部
手
術
）。
土
日
、
保
健
所
へ
市
民
の
見
学
、

行
政
の
譲
渡
会
。
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
犬
猫
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
店

　
 犬
猫
合
計
、
H
2
5
、
引
取
数
（
負
傷
含
む
）
4
7
5
頭
、
返
還
6
7
、
譲
渡
1
2
、
殺
処
分
3
6
7

　
 →
H
2
9
、
引
取
数
1
9
6
匹
、
返
還
1
7
、
譲
渡
1
0
9
、
殺
処
分
1
8
3

1
2
 　
遺
失
物
法
違
反
の
殺
処
分
。
所
有
者
へ
の
損
害
賠
償
義
務
と
犯
罪
。

1
3
　
狂
犬
病
予
防
法
の
適
用
の
違
法
。
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殺
処
分
ゼ
ロ
の
法
改
正
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

20
19
年
動
物
愛
護
法
改
正

　
私
達
は
、
平
成

2
4
年
（
2
0
1
2
年
）
１
月
に
、「
殺
す
行
政
か
ら
生
か
す
行
政
へ
」（
原
則
引
取
禁
止
）

を
掲
げ
て
衆
議
院
会
館
大
会
議
室
一
杯
の
参
加
者
が
集
ま
り
法
改
正
を
求
め
ま
し
た
。

　
平
成
2
4
年
に
、
①
犬
猫
の
引
取
規
制
（
法
律

3
5
条
１
項
、
例
外
引
取
禁
止
）、
②
所
有
者
探
し
、
動

物
の
譲
渡
募
集
努
力
義
務
な
ど
（
同

3
5
条
４
項
）
の
法
改
正
、
③
付
帯
決
議
で
、
Ａ
）
殺
処
分
ゼ
ロ
に

最
大
限
尽
力
を
す
る
、
Ｂ
）
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
所
有
者
探
し
、
譲
渡
募
集
を
す
る
、
Ｃ
）
殺
処
分
を

目
的
す
る
野
良
猫
の
引
取
禁
止
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
に
よ
り
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
、
Ｄ
）
動
物
保
護
施
設

（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
へ
の
支
援
な
ど
上
記
の
改
正
目
標
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
部
行
政
は
、
引
取
規
制
を
せ
ず
、
引
取
当
日
に
犬
猫
の

6
0
%
～
０
%
を
即
日
殺
処
分
し
、

遺
失
物
法
の
公
示
も
な
く
所
有
者
の
権
利
を
奪
い
、
原
因
の
動
物
遺
棄
は
野
放
し
で
す
。
野
良
猫
殺
処

分
ゼ
ロ
を
目
的
と
す
る
官
民
一
体
の
T
N
RM
（
T
N
Rと
餌
や
り
）
は
大
き
な
成
果
が
報
告
さ
れ
る
中

で
、
行
政
は
「
餌
や
り
禁
止
」
し
、
T
N
R妨
害
し
て
い
ま
す
。
努
力
規
定
や
付
帯
決
議
で
は
不
十
分

で
す
。
今
こ
そ
、
法
改
正
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
が
実
現
を
目
指
す
も
の
は
！

１
）
行
政
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

２
）
野
良
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
の
た
め
に
官
民
一
体
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

３
）
 行
政
の
引
取
動
物
の
譲
渡
義
務
と
、行
政
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

４
）
繁
殖
業
の
許
可
制
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

５
）
８
週
齢
未
満
の
犬
猫
販
売
の
禁
止
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

６
）
遺
棄
、
虐
待
、
み
だ
り
な
殺
傷
の
重
罰
化
、
警
察
取
締
り
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

７
）
実
験
動
物
の
取
扱
業
者
の
登
録
制
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

８
）
産
業
動
物
の
取
扱
業
者
の
登
録
制
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

９
）
野
生
動
物
、
海
洋
動
物
の
保
護
を
動
愛
法
で
規
定
し
ま
し
ょ
う
！

本
号
の
発
行
費
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
松
橋
傳
三
氏
か
ら
寄
付
金
を
受
け
ま
し
た
。


